日本ライトハウスからのメール文

盲導犬が傷つけられたニュースがいろいろなメディアで報道されています。昨夜のTBSテレビ「ニュースキャスター情報７Days」でビートたけしさんが次のようなことを発言し、掲示板やツイッターで賞賛の意見が寄せられていますが、この内容には誤りがあったようです。
要旨

「盲導犬は神経を使うから、犬の寿命が１６年なのに８年しか生きられない。そのような犠牲を受けているのに、今回の事件でさらに、盲導犬が二重の犠牲を受けた。」

この内容はあやまりです。盲導犬の平均寿命は、ペット犬の平均寿命よりも長いことが統計で明らかになっています。

参考

http://www.kansai-guidedog.jp/knowledge/training/index.html

さらに、「盲導犬が人の犠牲になっている。」という発言は、今回被害を受けた盲導犬のユーザーに対し、耐えがたい仕打ちではないでしょうか。ユーザーさんは、犬の異常に気づいてやれなかったことを悔やみ、泣いておられたそうです。

また、テレビなどで報道されている中で、「盲導犬は痛みに耐えて吠えなかった。」ということを強調しています。このことが、「盲導犬はかわいそう」という意識を多くの人に植え付けています。その結果、最近街中で、盲導犬ユーザーに対して批判の声をあびせる人が出始めています。そして、もっと恐ろしいのは、模倣犯です。「本当に何をしても鳴かないのか？」と、おもしろがって近づいてくる人が現れるかも知れません。

みなさんにご協力いただきたいのは次のことです。

報道による間違った情報が広がらないよう、ＳＮＳやブログなどで、以下のことを広めていただくようお願いします。この文章を全文転載していただいてかまいません。

また、周囲で、盲導犬について間違った意見に触れることがありましたら、以下のことを伝えていただきたいのです。

●盲導犬は、痛みを我慢して鳴くのをやめたり、恐怖に耐えておとなしくするような訓練は受けていません。足やシッポを踏まれたら痛がって鳴きます。

●鳴かない、動かないのではなく、攻撃的に吠えたり、噛みつき返すなどの「積極的な抵抗」をしないというのが、盲導犬になる条件の一つではありますが、そのような素養の犬は訓練の早い段階でキャリアチェンジします。

●このことは、盲導犬をスーパードッグとして取り上げる報道のせいで、多くの人に誤解されています。

盲導犬とユーザーが安心して外を歩けるようにするために、ご協力をお願いします。

岡本　昇

盲導犬を傷つける卑劣な行為を受けての緊急声明

全日本盲導犬使用者の会

　今回明らかになりました、誘導中の盲導犬を傷つける卑劣な行為 (2014年7月埼玉で発生) を知り、私たちユーザーは強い怒りと恐怖に震える思いでいっぱいです。

　被害を受けた盲導犬の傷が１日も早く回復し、また、被害者ユーザーの方の心の傷が少しでも小さくなり、パートナーと共に再び穏やかに歩んでいただけることを、心から願うしだいです。

　このような出来事が二度と起こらない社会を目指すためにも、私たちは次のようなことを望みます。

１．再発防止対策の検討

　このような卑劣な行為を行った加害者が今もどこかにいると思うことは、社会的弱者の外出にとっての大きな脅威です。盲導犬やユーザーが暴力的行為を受けたり、いたずらをされるケースは少なくありません。

　そうした行為の抑止のためにも、今回の加害者が１日も早く検挙され、しかるべき処分を受けることを心から願うと共に、再発防止対策の検討を願います。 

２．補助犬を傷つける行為への罰則の検討

　現状の刑法における「器物損壊」と言う言葉で、私たちのからだの一部とも言える盲導犬が１つの「物」として扱われてしまうことに、やり場のない思いを感じています。

　盲導犬を傷つける行為は、共に歩く視覚障害者を傷つけるのと同じことです。

　「動物の愛護及び管理に関する法律第４４条」の厳格な適用を求めると共に、刑法における人間に対する傷害罪の適応や、身体障害者補助犬法により明確な厳しい罰則を設けるなどを含め、補助犬を傷つける行為に対する厳罰の法制化の検討を望みます。

３．国民に正しい理解・啓発を

　一部報道において、「盲導犬は何があっても声をあげないように訓練されている」と言う論調がなされています。これを受けて、多くのユーザーが街中で「抑圧されて働かされる盲導犬は かわいそう」と言う厳しい言葉を浴びせられています。 

　実際にはそのような訓練は現在行われていません。もしもそのような訓練がなされているとするならば それは虐待と捕らえられても いたしかたないことです。

　盲導犬は、生まれたその時から多くのボランティアや関係者、そして その生涯の大半を共に過ごす私たちユーザーから精一杯の愛情と良質な飼育環境を与えられ、人間を１００パーセント信頼して生きています。だからこそ彼らは攻撃的行動に出たり、むやみに声をあげる必要はないのです。彼らは抑制されることにより声をあげないのではなく、人間を信頼しているからこそ声をあげないのです。

　今回の犯罪は、こんなに純粋に人を信頼してくれている盲導犬を裏切る卑劣な行為なのです。

　盲導犬が訓練によって我慢を強要されて働かされているような誤解を生むことを、私たちは望みません。伝えるべきは、「傷つけられても声もあげず けなげに働く盲導犬の姿」ではなく、「十分に身を守る術を持たぬ障害者と、そのパートナーを襲う卑劣な加害者の姿」ではないでしょうか？

４．思いやりを持って見守りを

　悲しいことに、こうして卑劣な犯罪が報道された後に、模倣犯・愉快犯の出現するケースが見受けられます。私たちにとって これは何よりの脅威です。

　私たち盲導犬ユーザーを始めとした こども・高齢者・障害者などの社会的弱者が犯罪被害や 街の中に潜む危険から守られるためには、周囲の方々の温かな見守りの目が最も重要になると思います。

　今回の事件の報道をきっかけに、日常生活の中で目にする社会的弱者の皆さんに対する思いやりある暖かなたくさんの見守りの目が広がり、緊急時に速やかに助けの手が差し伸べられる社会になって行くことこそが、犯罪をなくし、安心して生活できるための環境づくりに重要な要素となると思います。

　全ての人々の思いやりある心の絆で、安心・安全で平和な日本を作って行きましょう。 

２０１４年８月３０日

